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Abstract

The purpose of this paper was to report for education program of adapted sports in Nagasaki International 

University for ２０１８.　In addition, we aimed to clarify the effects of these educational programs.　We conducted 

two educational programs on adaptive sports and sports for students majoring in sports.　One of the programs 

is to include an opportunity to experience adapted sports as part of the lecture.　The other is to create 

opportunities for interaction with amputee soccer players which are disabled persons.　These educational 

programs have achieved the expected educational effect of understanding the concept of adaptive sports and 

enjoying disabled sports.　Moreover, it is clarify that the students view on disabled sports shifted to positive 

direction by events to interact with disabled athletes.　From the participant’s comments, it became clear 

that they had an opportunity to reconsider the value of sports and the current state of sports education or 

sports activities.
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要　旨

本稿は、長崎国際大学にて２０１８年度に実施した２つのアダプテッド・スポーツ教育活動の報告とともに、その

教育効果の検討することを目的とする。アダプテッド・スポーツ教育活動として、①講義の一部にアダプテッド・

スポーツを体験する機会を組み込む、②障がい者との交流機会を設ける取り組みを実施した。その結果、アダプ

テッド・スポーツという言葉や概念を知り、競技を自ら体験して楽しむという第一義の目的を達成することがで

きたと考えている。また、障がい者との交流機会として実施したアンプティサッカー選手を招いてのイベントで

は、イベントの前後で実施した障がい者スポーツのイメージ等に関するアンケート調査結果から、参加学生の障

がい者スポーツに対するイメージが肯定的なものへと変容したことがわかった。また、参加学生のイベントに対

する感想文から、スポーツの価値や現在のスポーツ教育あるいはスポーツ活動の在り方を問い直す貴重な機会と

なったことがわかった。

キーワード

アダプテッド・スポーツ教育、アンプティサッカー、障がい者スポーツ

研究ノート 

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Nagasaki International University Academic Institutional Repository

https://core.ac.uk/display/322851463?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


Ⅰ　は じ め に

　来る２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競

技大会の開催に向けて、障がい者スポーツへの関心

がより一層高まっている。このことは、小池東京都

知事がイベントの挨拶や定例会見にて再三に渡って

表明している「パラリンピック大会の成功なくして、

東京大会の成功はない」という発言からも見て取れ

る（産経ニュース・特集 小池百合子知事定例会見録

［２０１８年２月２４日］）。この背景には、オリンピック

以上にパラリンピックが盛り上がり、“史上最高の

大会”と称された２０１２年のロンドンオリンピック・

パラリンピック競技大会を越えたいという日本政府

ならびに行政の考えがある（小林・平賀［２０１８：８５

�８６］）。

　スポーツ庁ではイギリスの成功例にならい、２０１５

年にオリンピック・パラリンピック教育に関する有

識者会議を設置し、２０１６年７月に『オリンピック・

パラリンピック教育の推進に向けて』とする最終報

告をまとめた。このなかで、高等教育機関における

オリンピック・パラリンピック教育の推進方策とし

て、「学生に対する教育においては、各大学の状況

や学問分野の特性等を踏まえながら、オリンピック・

パラリンピックに関する教育を幅広く行われること

が期待される。特に、体育教員をはじめとする教育

養成に関わる学部や課程等においては、オリンピッ

ク・パラリンピックへの理解のみならず児童生徒へ

の指導方法等も含めた教育の充実を図ることが求め

られる。また、教員養成学部等以外にも、保健体育

をはじめとする一般教養科目でのオリンピック・パ

ラリンピックへの理解を深める学習機会の充実や、

学部専門教育におけるオリンピック・パラリンピッ

クを題材とした学習の工夫が期待される。」と記載

されている（オリンピック・パラリンピック教育に

関する有識者会議［２０１６］）。加えて、２００７年の改正

学校教育法や２０１６年の障害者差別解消法の施行によ

り、特別支援教育への対応や学校現場での合理的配

慮の提供が必須となる中、大学においても障害理解

に向けた教育の充実がより一層求められている。

　大学におけるオリンピック・パラリンピック教育

ならびに障害理解教育の充実が求められている社会

背景を踏まえ、長崎国際大学人間社会学部国際観光

学科スポーツツーリズムコースでは２０１７年度からア

ダプテッド・スポーツに関する学習機会の提供をめ

ざした取り組みとして、アダプテッド・スポーツ種

目の１つであるアンプティサッカー体験会の実施を

始めた。アダプテッド・スポーツとは、“障害のあ

る人がスポーツを楽しむために、その人自身と、そ

の人を取り巻く人々や環境を問題として取り上げ、

両者を統合したシステムづくりこそが大切であると

いう考え方に基づくもの”である（矢部［１９９７：１７］）。

つまり、その対象は、障害のある人はもちろんのこ

と、幼児から高齢者、体力の低い人も含まれる（矢

部［２００４：３］）。なお、本学スポーツツーリズムコー

スは、人間社会学部国際観光学科の３コースのうち

の１つで、スポーツ分野の枠を広げ、その発展普及

に携わる人材を育成するコースである。コースに所

属する学生は中学校・高等学校一種免許状（保健体

育）の取得をはじめ、財団法人日本体育協会公認ス

ポーツ指導者や健康運動実践指導者等のスポーツに

36

宮本彩，元嶋菜美香，神野周太郎，熊谷賢哉，田井健太郎，宮良俊行

図１　アンプティサッカーイベントの様子
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関する指導者やコーチの資格を取得し、スポーツに

関連する職場への就職を目指して学んでいる。

　そこで、本稿では２０１８年度に本学のスポーツを専

攻する学生を主な対象として実施したアダプテッド・

スポーツ教育の活動報告とともに、その教育効果の

検討を目的とする。

Ⅱ　アダプテッド・スポーツ教育の活動報告

　２０１８年度に行ったアダプテッド・スポーツの教育

活動は、次に示す２つであった。

１．講義の一部にアダプテッド・スポーツを体験す

る機会を組み込む。

２．障がい者との交流機会を設ける。

　この教育活動の設定は、我々が２０１７年度に本紀要

に投稿した「スポーツを専攻する学生のためのアダ

プテッド・スポーツ教育の充実をめざして」にて示

した今後の展開方策に基づき行ったものである。両

活動とも、「障害」に焦点化しすぎず、多様な「身

体のあり方」を理解した中で、多くの人とスポーツ

の楽しみを享受することを学ぶ（宮本ら［２０１８：

８８］）ことを重要視した。

教育活動１

講義の一部にアダプテッド・スポーツを体験する機

会を組み込む

　アダプテッド・スポーツ教育の効果に関する報告

のうち、曽根［２０１６：５３�６２］は、講義内での限定

的な導入（３コマ）であったにも関わらず、授業の

前後で不平等問題の改善に対する意識や障害のある

人も生活しやすい世の中にしなければならないとい

う意識が高まったことを報告している。現在、本学

スポーツツーリズムコースでは、アダプテッド・ス

ポーツに関する講義は開講されていない。そこで、

講義の一部にアダプテッド・スポーツを体験する機

会を組み込むという方策が最も実現可能性が高かっ

たことから、２０１８年度の取り組みの１つとして、ア

ダプテッド・スポーツの体験を組み込んだ授業を実

施することとした。

　２０１８年度は、サッカーの実践や指導方法を学ぶ

「球技Ｃ（２年次後期開講・コース選択科目）」にお

いて、アンプティサッカーの体験を中心とした授業

を実施した（１コマ）ほか、全学共通科目であるス

ポーツ実習Ａおよびスポーツ実習Ｂにおいても、ボッ

チャ、シッティングバレー、アンプティサッカーな

どのアダプテッド・スポーツ種目の体験を行った（１

コマ）。いずれの講義の受講者も、初めてアダプテッ

ド・スポーツを体験するという者が多く、それぞれ

の競技の技能習得の難しさと面白さを実感した様子

であった。また、いずれの種目もゲーム性が高いこ

ともあり、試合形式で実施した際には、大変な盛り

上がりをみせた。アダプテッド・スポーツという言

葉や概念を知り、競技を自ら体験し、楽しむという

第一義の目的は達成することができたと考えている。

しかしながら、教育活動１では、実証的データの取

得にまでは至っていない。そこで、教育活動２では、

障がい者スポーツのイメージ等に関するアンケート

調査や参加学生の感想文といった実証的データを収

集し、教育効果を検証することとした。

教育活動２

障がい者との交流機会を設ける

　大学教育における「障害理解教育」では、障害に

関する「知見」を提示するだけでなく、障がい者と

の「かかわり」の中で考えるプロセスが必要である

ことが指摘されている（中村［２０１１：７�８］）。また、

山田［２００６：１８］は、障がい者との空間的・関係的

な近接性の違いによって意識の変容の程度が異なり、

障がい者と直接的に関係を持つ機会が多いほど、プ

ラスの効果があることを明らかにしている。さらに、

塩田・徳井［２０１６：１５６］は、障がい者スポーツを

通した障がい者との直接交流は、障害理解という面

だけでなく、共生・平等意識の形成などの点で効果

的に働くことが期待されると述べている。これら先

行研究での知見から、本学スポーツツーリズムコー

スでのアダプテッド・スポーツ教育では、できる限

り障がい者との交流機会を設けることとした。２０１７

年度に開催したアンプティサッカー体験会は学外で

の実施であったため、学生の参加者が７名と少なかっ

た（宮本ら［２０１８］）。この反省を踏まえ、２０１８年度

はスポーツツーリズムコースイベントである「トッ

プアスリートから学ぶ」の講師としてアンプティサッ



カー日本代表選手５名を招聘し、本学体育館にて開

催した（２０１８年１２月９日実施）。

　アンプティサッカーとは、上肢あるいは下肢に切

断や麻痺などの障害のある人のために設計されたア

ダプテッド・スポーツの１つである。試合は１チー

ム７人制で、ピッチサイズは１１人制サッカーの約３

分の２の広さ（国際基準 ６０m×４０m）で行われる。ゴー

ルキーパーは上肢に障害のある競技者が、フィール

ドプレーヤーは下肢に障害のある競技者が担当する。

フィールドプレーヤーは、義足を着用せず、ロフス

トランドクラッチを用いてプレーを行う。ロフスト

ランドクラッチとは、医療・リハビリテーションや

日常生活においてよく使用されている医療用補助器

具の１つで、体重を支える握り部分に加え、前腕を

支えるカフ（腕支え）が備わった杖のことである。

アンプティサッカーは高価な専用器具を用いないた

め、気軽に楽しめるスポーツとして、ヨーロッパを

中心に人気が高まっている種目である（日本アンプ

ティサッカー協会 HP）。

　イベント内容は、①アンプティサッカーの歴史や

ルール等に関する講義（３０分）、②アンプティサッカー

体験会（９０分）、③アンプティサッカー日本代表選

手によるトークセッション（３０分）であった。

　講義は、２０１８アンプティサッカーワールドカップ・

メキシコ大会に帯同スタッフとして参加した筆頭著

者が担当した。アンプティサッカーのルール等の種

目説明に加え、これまでの日本での競技普及活動の

歴史やワールドカップの様子と戦績を、映像資料を

基に紹介した。

　アンプティサッカー体験会では、参加者を４チー

ムに分け、チームごとにアンプティサッカー日本代

表選手による実技指導を行った。その後、チーム総

当たりによる交流戦を実施した。体験会終了後に、

学生からの質疑応答を基にしたトークセッションを

行った。

　トークセッションでは、まず初めに「競技を始め

たきっかけ」を全選手に尋ねた。「義肢装具士さん

から紹介された」あるいは「切断前にサッカーをし

ていたこともあり、切断後もサッカーがしたいと思

い、探していたところ、たまたま新聞記事をみつけ

てアンプティサッカーを始めた」などのエピソード

が語られた。次にイベントに参加した学生から「体

験してみて、アンプティサッカーの難しさを痛感し

たが、みなさんがアンプティサッカーを始めて、い

ちばん苦労したことは何か」という質問がなされた。

この質問に対して選手から、「利き足を切断したた

め、以前のようにボールを蹴れるようになるまで大

変だった」ことや「切断する前に競技としてサッカー

をしていたわけではないため、いまでもプレー中に

さまざま難しいことがある」こと、また、「義足や

クラッチを使用してサッカーをすることへの理解が

まだ乏しく、競技する環境が限られているので、練

習場所の確保などに苦労している」との回答があっ

た。最後に、チームのサポートスタッフに対して、

アンプティサッカーに関わるきっかけや今後の展望

について尋ねたところ、「理学療法士を目指すなか

で、アンプティサッカーに関わる機会があり、チー

ムの活動をサポートしている。今後も、できる範囲

でサポートを続けていきたい」ということであった。

　本稿ではこれ以降、このスポーツツーリズムコー

スイベント「トップアスリートから学ぶ」での教育

効果の検討をしていくこととする。

Ⅲ　教育効果の検討方法

１．対　象

　調査対象者は２０１８年１２月９日に実施したスポーツ

ツーリズムコースイベント「トップアスリートから

学ぶ」に参加した学生７５名（運営スタッフを含む）

であった。

２．事前・事後調査

�　データ収集

　障がい者スポーツのイメージ等に関するアンケー

ト調査をイベントの前（アンプティサッカーの歴史

やルール等に関する講義が始まる前）とイベントの

後（アンプティサッカー日本代表選手によるトーク

セッション終了後）に実施した。アンケート調査の

実施にあたり、調査の概要、記入方法について説明

を行い、同意を得たのち、一斉法により実施した。

記入した調査票はその場で回収した。倫理的配慮と

して、無記名にて実施したが、事前調査と事後調査

の票を対応させる目的で、学籍番号の記入の協力を
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求めた。また、調査への参加に際して、自由意志で

あり、参加を拒否したことによって不利益を被るこ

とがないことを口頭にて十分に説明した。なお、本

調査は本学人間社会学部国際観光学科研究倫理委員

会の承認を得て実施した（H２９�F０６）。

　その結果、事前調査への回答者は６４名、事後調査

への回答者は６７名であった。また、事前調査と事後

調査の対応が可能だった回答者は５７名であった。

　障がい者スポーツに対するイメージについては、

西垣ら［２０１２：５６］に従い、否定的イメージと肯定

的イメージを対にした１０項目の質問をプログラムの

前後で調査票を用いて質問した。以下に１０項目の設

問を示す。

①　大勢で楽しめない―大勢でも楽しめる

②　技術向上は望めない―技術向上もある

③　見ていてもつまらなさそう―おもしろそう

④　スポーツを行う意味がない―とても意味がある

⑤　スポーツを行うのは危ない―危なくはない

⑥　できることが限られてしまう―工夫をすればい

ろいろできる

⑦　スポーツをするのは難しいこと―簡単なこと

⑧　スポーツをやるべきではない―積極的にやるべ

き

⑨　スポーツをする環境が作れない―環境を作るこ

とができる

⑩　健常者が一緒にやるものではない―一緒にでき

ると思う

　否定的なイメージを「１」とし、肯定的なイメー

ジを「５」として、考えに最も近い番号に〇をつけ

るように指示した。

　事前調査ではさらに、「あなたは障がい者スポー

ツを観たことがありますか？」という設問に対して、

「１．試合会場で観戦したことがある」、「２．TV で観

戦したことがある」、「３．これまで観たことがない」

の選択肢から、複数回答法により回答を得た。また、

「あなたは障がい者スポーツを体験したことがあり

ますか？」という設問に対しては「１．ある」と

「２．ない」の二者択一とし、「１．ある」と回答した

者に対して「ａ．学校の授業で体験した」、「ｂ．体験

イベントに参加した」、「ｃ．その他」とともに体験

した種目の自由記述を求めた。

　事後調査では、「今後、アンプティサッカーのイ

ベントがあったら参加してみたいですか？」という

設問に対して、「１．ぜひ参加したい」、「２．都合が

合えば参加したい」、「３．あまり参加したくない」、

「４．参加したくない」、「５．わからない」の選択肢

から、単一回答法により回答を得た。

�　データ分析

　アンケート調査は、質問項目ごとに単純集計を行

い、度数とその割合を求めた。また、事前調査と事

後調査の比較には、対応のある t 検定を実施した。

３．イベントに対する感想文

　�　データ収集

　イベントに参加した学生のうち、「スポーツ指導

論（３年次後期開講・コース選択科目）」を履修し

た学生を対象に、ポートフォリオを介してイベント

に対する感想を求めた。その結果、２８名から提出が

得られた。なお、スポーツ指導論の履修者を対象者

として選別した理由としては、授業のねらいや学習

内容が本イベントの趣旨が合致していると考えたた

めである。以下に授業のねらいを示す。

・スポーツの指導者・コーチとはどうあるべきか、

コーチングも現状と課題の学修等を基礎として、

スポーツの指導・コーチングの具体的な方法を身

につける。現在、スポーツ活動に関する科学は、

他分野に及び、対象と目的に合わせて安全に指導

を行う上で必要な知識を指導者は習得する必要が

ある。スポーツ諸科学の知見を実際の指導現場で

活用できる能力を身につけることを目的とする。

�　データ分析

　得られた感想文は、KH Coder ３ を用いて定量評

価を行った。KH Coder とは社会調査のために用い

られている計量テキスト分析ソフトの１つである。

本ソフトは、データを多変量解析し、対象とする文

書や回答にどんな言葉が何回出現していたのかを調

べ、クラスター分析や共起ネットワークなどの多変

量解析を行う機能を備えたものである（樋口［２０１４：

２１］）。本研究では、用語の出現回数を求めた。また、

感想文の質的評価として、修正版グラウンデッド・



セオリー・アプローチ（木下［２００７：１�１０］）を参

考に、概念の生成とカテゴリー化を行った。具体的

な手順としては、感想文を読み込み、文脈や句読点

から一つの意味のまとまりごとに分け、そのまとま

りに対して概念を当てはめていき、すべて概念化し

終えた後、複数の概念を説明するより抽象度の高い

カテゴリーとしてまとめた。なお、概念生成および

カテゴリー化を進めるにあたっては、小学生の障害

理解を目的としたアダプテッド・スポーツ授業の開

発に向けて自由記述の感想文を同手法にて分析した

研究結果を参考にした（大山［２０１８：１３］）。

Ⅳ　教育効果の検討結果

１．事前・事後調査

　事前調査（n＝６４）において、障がい者スポーツ

の観戦経験を聞いたところ、「これまで観たことが

ない」が５０.０％であった。「TV で観戦したことがあ

る」と回答した人の割合は４５.３％で、競技種目とし

ては車いすバスケ１２人、陸上競技９人、競泳・水泳

４人、アーチェリー３人という結果であった。「試

合会場で観戦したことがある」と回答した人の割合

は１２.５％で、競技種目としては陸上競技５人、アー

チェリー３人、車いすバスケ２人、車いすテニス１

人、競泳１人であった。

　「これまでに障がい者スポーツを体験したことが

ありますか？」という問いに対して「ない」と回答

した者が８２.８％と大半を占めた。「ある」と回答した

１７.２％（１１人）のうち、６
　

 人がアンプティサッカー

の体験者であった。その他、シッティングバレー３

人、ボッチャ１人、車いすバスケ１人であった。

　障がい者スポーツに対するイメージについて、事

前調査と事後調査において対応が可能であった５７名

の結果をもとに、イベント前後でのスコアを比較し

た（表１）。事前調査で最も平均点が高く、肯定的

なイメージを持っていた項目が「④スポーツを行う

意味がない―とても意味がある」で４.５３±０.５０点であっ

た。一方、否定的なイメージを持っていた項目は

「⑦スポーツをするのは難しいこと―簡単なこと」

で２.６１±１.０３点であった。事後調査では、「①大勢で

楽しめない―大勢でも楽しめる」が最も平均点が高

かった（４.８８±０.１１点）。一方「⑦スポーツをするの

は難しいこと―簡単なこと」が最も平均点が低かっ

た（３.３３±１.５５点）。事前調査と事後調査を比較する

と、すべての項目で事前調査よりも事後調査におい

て高値を示し、両調査の間に有意な差が認められた

（p＜０.０１）。特に、事前調査と事後調査での平均値の

差が大きかった項目は、「①大勢で楽しめない―大

勢でも楽しめる」（t（５７）＝－７.４１９, p＜０.０１）、「⑥で

きることが限られてしまう―工夫をすればいろいろ

できる」（t（５７）＝－６.７３５, p＜０.０１）で、事前調査に

比べて事後調査において平均値が０.９４�０.９９点アップ

した。

　事後調査において、今後、アンプティサッカーの

イベントがあったら参加してみたいですか？」に対

して、「ぜひ参加したい」が３７.３％、「都合が合えば

参加したい」が５８.２％と、参加に意欲的な回答が９５.５％
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表１　障がい者スポーツへのイメージについての事前および事後調査の結果

p 値t 値F 値事後調査事前調査

０.００１－７.４１９１.５５８４.８８±０.１１３.８８±０.９７①大勢で楽しめない―大勢でも楽しめる

０.００１－３.７１２１.５５８４.７９±０.３１４.３９±０.８１②技術向上は望めない―技術向上もある

０.００１－６.８３４１.５５８４.８４±０.２１４.２１±０.６３③見ていてもつまらなさそう―おもしろそう

０.００１－３.１４０１.５５８４.８１±０.２３４.５３±０.５０④スポーツを行う意味がない―とても意味がある

０.００１－４.５０１０.６４２３.６３±１.０６２.９１±０.８３⑤スポーツを行うのは危ない―危なくはない

０.００１－６.７３５１.５５８４.６３±０.４５３.７２±１.０６⑥できることが限られてしまう―工夫をすればいろいろできる

０.００１－３.９９４０.６４１３.３３±１.５５２.６１±１.０３⑦スポーツをするのは難しいこと―簡単なこと

０.００１－４.３７５１.５５８４.６８±０.４０４.１９±０.７７⑧スポーツをやるべきではない―積極的にやるべき

０.００１－３.７７４１.５５８４.４７±０.６５３.８８±０.９３⑨スポーツをする環境が作れない―環境を作ることができる

０.００１－５.７２９１.５５８４.８１±０.２７４.１６±０.９２⑩健常者が一緒にやるものではない―一緒にできると思う
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であった。一方、「あまり参加したくない」が１.５％、

無回答が３.０％という結果であった。

２．イベントに対する感想文

　定量評価の結果として、表２にイベントに対する

感想文において出現回数が多かった上位２０語をまと

めた。上位２０語を品詞ごとにみると、名詞の「ス

ポーツ」「障害」「アンプティサッカー」「選手」「人」

「健常」「自分」「サッカー」とともに、サ変名詞の

「体験」「プレー」「努力」「経験」が多く使用されて

いたことがわかる。また、動詞では「思う」「感じ

る」「知る」「持つ」が、形容詞では「難しい」「楽

しい」が多かった。

　質的評価の結果、６
　

 つの【カテゴリー】に分ける

ことができた（表３）。はじめに、「初めて障がい者

スポーツを体験した」や「貴重な経験ができた」と

いった【体験・経験の受け止め】が確認された。次

に、「アンプティサッカーの難しさを実感した」や

「アンプティサッカーについて理解できた」といっ

た【アンプティサッカーに対する理解の深まり】、

また、【アンプティサッカー選手への共感・尊敬】

が挙げられ、この２つのカテゴリーの出現数が多かっ

た。その他、「自分自身も頑張りたい」や「今の自

分自身の環境に感謝したい」といった【自分自身の

競技等の振り返り】が確認された。さらに、感想文

の後半では【スポーツに対する理解の深まり】と

【今後の意欲】が挙げられ、この２つのカテゴリー

の出現数が【アンプティサッカーに対する理解の深

まり】や【アンプティサッカー選手への共感・尊敬】

に次いで多かった。

Ⅴ　教育効果の検討に関する考察

　本稿の目的は、２０１８年度に実施したアダプテッド・

スポーツ教育の活動報告と、その教育効果を検討す

ることであった。ここでは、障がい者との交流機会

を設ける取り組みにおける教育効果を、事前・事後

調査による障がい者スポーツに対するイメージの変

化と、体験に対する感想文から考察し、今後のアダ

プテッド・スポーツ教育の展開方策について検討す

る。

１．障がい者スポーツに対するイメージの変化を

基にした教育効果の検討

　障がい者スポーツへのイメージについては、事前

調査と事後調査の比較から、アンプティサッカー体

験会を通して肯定的なイメージへと変化したことが

わかった。この結果は、我々が２０１７年度に開催した

アンプティサッカー体験会での調査結果（宮本ら

［２０１８］）ならびに障がい者スポーツイベントへの参

加者や障がい者スポーツボランティアの従事者に対

する意識調査の結果と類似するものであった（山田

［２００６：１８］，西垣ら［２０１２：５８］，大山［２０１７：２７４］）。

山田［２００６：１８］は、意識の変容の程度は、障がい

者との空間的・関係的な近接性の違いによって異な

り、障がい者と直接的に関係を持つ機会が多いほど、

プラスの効果があることを明らかにしている。今回

表２　イベントに対する感想文において出現回数が多かった上位２０語

出現回数抽出語（１１～２０位）出現回数抽出語（１～１０位）

２６今回８８スポーツ

２３実際７２思う

２２サッカー６３障害

２２知る５４アンプティサッカー

２０プレー３５感じる

１９難しい３４体験

１８持つ３２選手

１６努力３１人

１５楽しい３０健常

１４経験３０自分
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表３　感想文のカテゴリーおよび概念とその具体例

具体例概念カテゴリー

・今回のアンプティサッカーの体験が障がい者スポーツ初体験だった。

・今回、はじめて障がい者スポーツを体験することが出来て、楽しもうと

思ってのぞんで、実際にアンプティサッカーを純粋に楽しむことができ

た。

初めて障がい者スポー

ツを体験した

１　体験・経験の

受け止め

・貴重な経験ができて本当に良かった。

・今回やってみて、アンプティサッカーは健常者も障がい者も関係なく楽

しめていたのでとても素晴らしい企画だなと思った。

貴重な（有意義な）経

験ができた

・片足が使えないということと、クラッチの使い方があまり上手くできな

かったため、サッカー経験者の自分もあまり上手くサッカーをすること

が出来なくて、少し悔しい思いをした。

・率直な感想として、とても難しかった。普通にサッカーをしたり片足で

バランスをとるのはとても簡単だが、クラッチを持ってやるだけで、バ

ランスを取りながらボールを取ったり、蹴ったりすることがこんなにも

難しくなるということがわかった。

アンプティサッカーの

難しさを実感した

２　ア ン プ ティ

サッカーに対

する理解の深

まり

・今回は、アンプティサッカーについてどんなスポーツでルールなのか、

どんな障害を持っている人がするスポーツなのかを知ることができた。

アンプティサッカーに

ついて理解できた

・障害がある人でも健常者でもスポーツをする上で努力することは一緒だ

と思った。

・本日の講話を聴き、障害を持っている人がどのような気持ちで、どのよ

うな目標を持ち、アンプティサッカーに、スポーツ競技に向かい合って

いるのかを学び、考えさせられることが多かった。

選手に共感した３　ア ン プ ティ

サッカー選手

への共感・尊

敬

・アンプティサッカーの選手たちは元々サッカーをしている人も経験者じゃ

ない人もいた。経験者の人はいろいろな理由でサッカーを続けられなく

なったのに、夢を諦めずにアンプティサッカーという形でサッカーを続

けていることがすごいと思った。コンプレックスだったりするはずなの

に、自分に自信を持っていたのでとてもかっこよかった。

選手を尊敬する

・私も負けないように練習をしっかりしようと思う。自分自身も頑張りたい４　自分自身の競

技等の振り返

り
・私たちがいま普通に競技をしていることを当たり前と思わずに、競技が

できていることに感謝しながらしっかり練習に取り組みたいと思う。

今の自分自身の環境に

感謝したい

・初めて使う慣れない道具にある程度慣れさせる為に、必要な動きを選手

が見本を見せてから体験者にしてもらい、徐々に複雑な動きを練習させ

ているのを見て、自分がしている競技の体験会でも取り入れられたらと

思った。

自分自身の競技に置き

換えて考えた

・健常者だけではなくスポーツはだれでも楽しめるということがわかった。

・ルールを考えたり、工夫したりすることで健常者も一緒に入ってプレー

することができるのではないかと考えた。

・スポーツは人の力になれるという、そのスポーツ自体の力に感動した。

スポーツに対する理解

が深まった

５　スポーツに対

する理解の深

まり

・この体験を行って他の障がい者スポーツにも興味が湧いた。興味関心が広がった

・今後もこのような障がい者スポーツと関わる機会があれば積極的に参加

しようと思った。

・もしできるのであれば、学校教育において既に障がい者スポーツとして

作られている壁を崩し、学校体育でアンプティサッカーのようなスポー

ツを取り扱い、そういった思いをする人がないような環境を作りたい。

・将来的には選手の指導だけではなく、こういった企画を運営したり、ス

ポーツの普及ができるようになれればいいなと思った。

今後、障がい者スポー

ツに関わりたい・取り

組みたい

６　今後の意欲

・将来、自分が教員としてスポーツと関わっていく中で、今回の経験、知

識を自分の財産として子ども達に伝えることができたらとてもいいなと

思った。

今後、障がい者スポー

ツを伝えていきたい

・これから２０２０年には東京パラリンピックが開催されるがアンプティサッ

カーは正式競技ではないが、他の競技にも目を向けて障がい者スポーツ

をさらに知っていきたいと感じた。

障がい者スポーツに興

味・関心を持っていき

たい
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のイベントでは、アンプティサッカー競技者から実

技指導を受けた後、チームメイトとして交流戦を共

に戦うなど、障がい者と参加学生との関係が非常に

近いものであった。アンプティサッカー競技者と同

じピッチに立ち、ボールを蹴りあったことで、「大

勢でも楽しめる」ことや「工夫をすればいろいろで

きる」ことを実感したことが推察できる。

２．イベントに対する感想文を基にした教育効果

の検討

　イベントに対する感想文をみると、【アンプティサッ

カー選手への共感・尊敬】が窺えた。多くの学生に

とって、今回のイベントが障がい者スポーツを初め

て行う、あるいは、障がい者スポーツの選手と初め

て交流する機会であったことが感想文より読み取れ

る。今回のイベントで選手と実際に交流したことに

より得られたことが多かったことが窺える。また、

アンプティサッカーの体験を通じて「アンプティサッ

カーの難しさを実感した」ことで、アンプティサッ

カー選手のプレーの凄さ（技術の高さ）に対する尊

敬と楽しくプレーする選手への共感が高まったと推

察できる。なお、この【アンプティサッカー選手へ

の共感・尊敬】のカテゴリーは、感想文の質的評価

の参考にした大山［２０１８］の【障がい者に対するイ

メージの変容】のカテゴリーと類似するものと考え

られる。大山［２０１８］の【障がい者に対するイメー

ジの変容】のカテゴリーには、下位の概念に「選手

への賞賛」と「障がい者に対する認識の変化」を含

んでいる。本研究では、アンプティサッカー選手か

ら直接指導を受けたこともあり、学生がアンプティ

サッカー選手を障がい者として認識したというより

も、選手あるいは競技者として認識していたことが

窺えたため、カテゴリーを【アンプティサッカー選

手への共感・尊敬】とした。

　【アンプティサッカーに対する理解の深まり】に

ついては、大山［２０１８］と同様に、体験した競技の

難しさを実感したとする感想が多く確認された。感

想文には、実際に体験してみると、ルール説明や動

画視聴だけでは想像できなかったクラッチ操作や片

足のみでのプレーの難しさを実感したとの意見が多

かった。

　本研究の結果、カテゴリーとして【スポーツに対

する理解の深まり】と【今後の意欲】が挙げられた

ことも、注目すべき点の１つといえるだろう。大山

［２０１８］の研究ではこれらに類似するカテゴリーは

生成されていない。この相違は、対象者の年齢と授

業者が競技者本人であったか否かが影響していると

考えられる。大山［２０１８］の研究では、著者自身が

授業者となり、小学校４年生に対して授業を実施し

た際の感想文の分析を行っている。一方、本研究で

はスポーツを専攻する大学生を対象に、アンプティ

サッカー選手による実技指導とトークセッションを

行った際の感想文を分析している。本研究では、「健

常者だけではなくスポーツはだれでも楽しめる」や

「ルールを考えたり、工夫したりすることで健常者

も一緒に入ってプレーすることができる」など、ス

ポーツへの理解がより深まったものと推察できる感

想が多く確認された。今回のイベント内では、アダ

プテッド・スポーツの概念についての説明等は行っ

ていないものの、参加した学生は体験の中から、“障

害のある人がスポーツを楽しむために、その人自身

と、その人を取り巻く人々や環境を問題として取り

上げ、両者を統合したシステムづくりこそが大切で

ある（矢部［１９９７：１７］）”ことを実感したといえる

だろう。この気づきには、これまでの学修も影響し

ていると推察される。今回、イベントに対する感想

の対象者は「スポーツ指導論」を履修する３年生で

あった。その多くが、競技者としてだけでなく、ス

ポーツを指導する立場も経験した学生であった。そ

のため、自分自身の競技経験やこれまでの学びを基

にしながら、障がい者スポーツについて考えたこと

がわかる感想がいくつも確認できたといえるだろう。

　ここで、特徴的なもの１）～３）を紹介する。

１）今回、はじめて障がい者スポーツを体験するこ

とが出来て楽しもうと思ってのぞんで、実際に

アンプティサッカーを純粋に楽しむことができ

た。その中で、もうちょっとこうした方がいい

かなとか、こうしようということが沢山見えて

きて、奥が深いスポーツだと感じたし、サッカー

とアンプティサッカーは全然違う種目だと強く

感じた。また、障がい者スポーツとか健常者ス

ポーツとか言っているのを聞いて、そこに見え



ない壁があるのかなと疑問に思った。個人的な

勝手な意見としては、大きなくくりとして障が

い者スポーツや健常者スポーツがあるとしても、

障がい者が健常者スポーツの選手になったり、

健常者が障がい者スポーツの選手になったりす

ることができないのかなと思った。もし、現段

階で不可能なことなのであれば将来的には障が

い者とか健常者とかいう概念をなくして、皆で

スポーツに向き合う、楽しくプレーし合う、勝

利を目指し合う、そういうスポーツチーム（リー

グ）を見たいと思った。

２）選手が常に「アンプティサッカーを広められる

ように」ということを口にしていて、その理由

としてはそれぞれの選手が何個も持っていると

思うが、特に体験会での選手の顔はとても輝い

ていて、人とスポーツをするのが好きなんだな

と感じた。全国に９チームしかないアンプティ

サッカーは当然競技者人数も少ないわけで、障

がい者スポーツとして認識されているため、障

害を持っていない人たちからするとやはり入り

にくい世界ということもあり、そういった壁が

この体験会では取れる。そういったことが楽し

さなのかなと思った。もしできるのであれば、

学校教育において既に障がい者スポーツとして

作られている壁を崩し、学校体育でアンプティ

サッカーのようなスポーツを取り扱い、そういっ

た思いをする人がないような環境を作りたい。

３）今回の講演会全体を通して、「スポーツってい

いな」と強く感じた。生まれつき体が不自由だっ

た方、事故や病気などで体が不自由になった方、

様々な障がい者の方がいらっしゃると思うが、

そのような人たちは、一度は必ず深い闇に落ち

たことがあると思う。なぜ動かないのか。なぜ

無いのか。健常者には想像もつかないような辛

い思いをされることが必ずあったと思う。けれ

ど、今回の講演会に参加してくださったアスリー

トの方たちと対面した時、一切そのような感覚

を覚えることはなかった。きっとそれは障がい

者スポーツというスポーツに関わることで、仲

間ができ、目標ができて、それに向かって皆で

頑張れる生きがいのようなものに障がい者スポー

ツがなっているのではないかと感じた。スポー

ツは人の力になれるという、そのスポーツ自体

の力に感動した。それと同時にもっと健常者と

同じ環境同じ立場でスポーツができるようにし

ていかなくてはならないと感じた。まだ健常者

が行うスポーツと障がい者スポーツとの間には

大きな壁があるように感じる。このような隔た

りが無くなればもっと障がい者の方もスポーツ

に挑戦する機会が増えていって、生きがいにつ

ながるのではないかと感じた。

３． 今後のアダプテッド・スポーツ教育の展開方策

　本研究の結果から、障がい者スポーツの体験なら

びに選手との交流は、スポーツを専攻する学生にとっ

て、スポーツの価値や現在のスポーツ教育あるいは

スポーツ活動の在り方を問い直す貴重な機会となる

ことがわかった。現在、障がい者スポーツの競技の

高度化への対応や、指導者の担い手を広げていく中

で、一般のスポーツの指導経験者が障がい者スポー

ツの指導を行うことが増えつつあり、一般のスポー

ツの指導者やスポーツ関係者に対して、障がい者ス

ポーツの指導方法や、競技の普及を行う動きが注目

されている（堀内［２０１６：１３４］）。今後の障がい者

スポーツの更なる普及と発展のためにも、スポーツ

を専攻する学生が、スポーツに対する理解を深め、

障がい者スポーツについても好意的かつ自発的に考

える機会が必要といえる。また、実際に障がい者と

共にスポーツをする際や指導する際には、安全管理

等を含めた障害に対する知識と理解が求められるが、

中村［２０１１］も指摘している通り、自分たちとは異

なる特別な存在として障害を理解してしまうと、ス

ポーツの価値が半減しかねない。定型的な指導や対

応だけに捉われず、それぞれの状況や関わりの中で

柔軟にルールや場を創造していくことを理解してお

くこと、また、そのような姿勢を備えておくことが

重要といえる。そのためにも、スポーツを専攻する

学生たちに、スポーツを実施する際にそれぞれの人

が抱える困りごとや課題を共有し、それらの解決を

図りながら、皆でスポーツを楽しむ経験や機会を提

供することが重要になるだろう。さらに、パラリン

ピックに含まれない競技種目や障害種の人々のスポー
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スポーツを専攻する学生へのアダプテッド・スポーツ教育に向けた取り組み―アンプティサッカー・トップアスリートから学ぶ―

ツなど、障がい者スポーツ内にも関心の格差が生じ

ていることが問題視されている（笠原［２０１６：１０］）。

これらの課題も踏まえ、スポーツを専攻する学生に

対しては、オリンピック・パラリンピック教育のみ

ならず、幅広い視点に立ち、さまざまなアダプテッ

ド・スポーツの体験と障がい者との交流を図ってい

く必要があるといえるだろう。また、オリンピック・

パラリンピック教育に関する有識者会議［２０１６］の

報告書内に、「体育教員をはじめとする教育養成に

関わる学部や課程等においては、オリンピック・パ

ラリンピックへの理解のみならず児童生徒への指導

方法等も含めた教育の充実を図ることが求められ

る。」との記載があることから、次年度以降、スポー

ツを専攻する学生がアダプテッド・スポーツの体験

会や障がい者との交流会の企画・運営に携わる機会

を作っていければと考えている。

Ⅵ　さ い ご に

　アダプテッド・スポーツを通した学びにより、運

動能力や体格の異なる児童・生徒・学生への理解、

個性を尊重した他者との協調性やインクルーシブな

視点を育むことが期待されている。実際に、アダプ

テッド・スポーツを用いた大学体育授業によって、

自らの思いや考えを相手に伝える「自己開示」、友

人らとの協力や励まし合いをする「他者協力」、未

経験のプレーや技に挑戦して成し遂げる「挑戦達成」、

友人らとスポーツそのものを楽しむ「楽しさ実感」

が高まることが報告されている（佐藤［２０１９：２０６］）。

また、授業後に受講生の「対人スキル」獲得レベル

が向上することが示されている（佐藤［２０１９：２０７］）。

さらに、佐藤［２０１９］は、大学体育の意義や役割に

対して議論がなされている社会的背景を踏まえ、ア

ダプテッド・スポーツを大学体育において教材とし

て活用することの有効性を説いている。本研究にお

いては、スポーツを専攻する学生に対するアダプテッ

ド・スポーツ教育の活動報告と効果の検討を行って

きたが、今後はさらに対象とする学生の幅を広げ、

検討していく必要があるだろう。
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